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〈算 数 科 共 通 研 究 主 題 〉

数学 的 な考 え 方 を育 て る た め の指 導 の工 夫
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〈概 要 〉

本年度 は,算 数教育の さ らなる充実 ・発展 を 目指 して,教 育課程実施上の課題 となる内

容を取 り上げ,児 童が個性を発揮 し,自 ら主体 的に活動す る授業の在 り方 を追究 した。 ま

た,確 かな学力観 に立 った授業の具現化を 目指 して,授 業研究を通 して研 究を進 あた。

本年度 は五つの学年別分科会を編成 した。各分科会 において は,研 究の対 象 とする領域

を絞 り,児 童の発達段階 と各領域の課題や特性 とに配慮 しなが ら,「 数学 的な考え方 を育

て る指導 」につ いて,次 の視点か ら実践を通 して研究 を進 めた。

○低学年分科会 ………児童 に感 じさせたい算数の楽 しさを問題解決の過程にそ って考え,

主体的 な学習意欲を高め るたあの指導 の工夫

○ 中学年分科会 ………自分 の考え を伝え た り,自 他 の表現 を比較 したりで きる児童の育

成 を図るための学習過程や指 導の工夫

○高学年1分 科会 …… 自分 の 目的に応 じ自 ら問い,よ りよい解決 に向けて主体的 に取 り

組 む児童の育成 を図るための評価 と指導の 工夫

○高学 年II分 科会 ……各学年 で どのよ うな図が活用 され るか,そ の系統を調べ,問 題解

決 のそれぞれ の段階 に適す る指導の工夫

○高学 年 皿分科会 ……図形領域 における数学的な考え方を育成す るために,算 数の楽 し

さを明かに し,そ れ を実現す るための学習展 開 と指導の工夫
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低学年分科会

算 数 の 楽 し さ を 感 じ て 学 ぶ 児 童 の 育 成

1主 題設 定の理 由

今 日の算数教 育 は,自 ら学ぶ意欲 と主体的な学 習態度 を育ててい くこ とが強 く求 め られて

いる。 この ことは,社 会の激 しい変化 に対応 し,主 体 的 ・創造 的に生 きてい くことので きる

資質や能力を成長 したい とい った願 いが こあ られてい ると考え る。

児童の学ぶ意欲 と主体 的な学習態度 を喚起す る要因の一っ と して,児 童が算数の学習 に楽

しさを感 じるよ うになる ことが,極 めて重要 な ことで ある。

低学年 の児童 は大変素直であ る。 また,学 習経験が少 ないため,指 導者の教材観や授業 に

対す る姿勢,児 童へのかかわ り方 といった ものに影響 を受 けやすい。 こ うした時期 に,数 の

概念や計算の仕方を一方的 に教え込んだ り,処 理技能 面の向上 を重視 した授 業を くり返 して

いたので は,児 童 に算数 の楽 しさを感 じさせ るこ とはで きず,学 ぶ意欲 と主体的な学 習態度

を育て ることも難 しい。低学 年の児童が意欲 を もち主体的 に算数 に取 り組め るようにす るに

は,指 導者が児童に感 じさせたい算数の楽 しさを明確 に把握 し,そ の楽 しさを感 じさせ るた

めの指導 を授業の中で実践 して い くこ とが大切であ ると考えた。

また,先 に国立教育研究所が発表 した国際調査で は,日 本の児童は,算 数の成績 はよいが

算数嫌 いが 多い とい う結 果が出 され た。 この調査結果か らも,低 学年の うちか ら,算 数 の楽

しさを感 じる学 習活動 を数多 く体験 させ ることが必要で あると考え,研 究主題をr算 数の楽

しさを感 じて学ぶ児童の育成ヨ と設定 した。

II研 究のね らい

○実態調査 を通 して,児 童 が感 じて いる算数の楽 しさを明 らかにい る。

○ 児童 に感 じさせたい算 数の楽 しさを明 らかにす る。

○算数の楽 しさを感 じさせ るための指 導の在 り方 を追究す る。

皿 研究の仮説

低学年の時期か ら,次 の よ うな指導の工夫を取 り入れ ることによ り,算 数の 楽 しさを感 じ

て学ぶ 児童が育っ と考え る。

○興味 ・関心 ・意欲が わ く課題 の工夫 ○ 自分で解決で きるための支援の工夫

○学 び合 う場 面の設定 ○ 算数の よさにふれ る場面の設定

IV研 究の内容

1児 童が感 じて いる算数の楽 しさ

実態調査か ら児童 は算数の学習の 中で次の ような楽 しさを感 じてい ることが分か った。

腿 叢 さ:蕪 撒 餐『
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2児 童 に感 じさせたい算数 の楽 しさ

前記を参考 に,低 学年 の児童に感 じさせたい算数の楽 しさを問題解決 の過程 にそって,次

の ように考えた。表の右側 は,そ れ らの楽 しさを感 じさせ るための指導 の工夫で ある。

《問題解決の過程》 《感 じさせたい算数の楽 しさ》

課題の把握

解決の計画

0お も しろ そ う

・00や っ て み た い
r'A

)○ で き そ う だ

課題に出会う楽し刈

見通 しが もてる楽 しさ

解決の実行

.く
r

r:

な0

○へんだぞ 考える楽しさ

算数 のよさに

ふれる楽 しさ

分かる楽 しさ

解決の発表

・検討

00

○発表できた

Oほ めてもらえた

、、'

(

(

ノ

響

・
○

・(

^

」

m

学び合う楽 しさ

算数のよさに

ふれる楽 しさ

分かる楽 しさ

園

O

○(か け算を使 うと)便 利だ

0今 日勉強 したや り方 を

また使ってみよう

○よく分かったか ら

もっとや りたい

算数 のよさに

ふれる楽 しさ

分か る楽しさ

できる楽 しさ

《鵠 ⑦工夫》

課意興

題欲味

のが関

工わ心

夫 く

で 自

支き分

援 るで

のた解

工め決

夫の
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う

場

面

の

設

定

算

数

の

よ

さ

に

ふ

れ

設

定

る

場

面

の

※[=]… その過程で特に感じさせたい楽しさ
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3算 数 の楽 しさを感 じさせ るための指導 の工夫

前表 の 「児童の っぶ や き」に記 したよ うな思 いを抱かせ るため には,興 味 ・関心 ・意欲が

わ く課題 を設定 し,自 ら考え,学 び合 う活動 や算数の よさにふれ る活動 を十分 に取 り入れ る

ことが大切であ ると考え,次 のよ うな指 導を工夫 した。

なお,○ 印 は本分科会で特 に大切 に したい と考えた観点 である。

(1)興 味 ・関心 ・意欲がわ く課題の工夫

算数 の楽 しさを感 じさせ る ことがで きる課題 とは,「 お も しろそ う」 「や って みたい」

とい うr課 題 に出合 う楽 しさ』だけで な く,「 あのや り方でで きそ うだ」 「い くつ ぐらい

にな りそ うだ」 とい うr見 通 しが もて る楽 しさ』等 も感 じさせ ることがで きる課題 であ る

と考 えた。

○児童が 日常生活で興味を もって いる事柄や,身 近 な出来事 にかか わる ものにす る。

○解決 しなければな らない必要感の ある ものにす る。

○ ある程度 の困難 さがあ り,多 様 な解決 に挑戦で きる ものにす る。

○ ゲームや劇等を取 り入れ る場合 は,指 導 のね らいを達成で きる もの にす る。

(2)自 分で解決で きるための支援の工夫

操作活動 を しなが ら,試 行錯誤す る ことので きる場を保証 す ることでr考 える楽 しさ』,

r分 か る楽 しさ』を味 わわせ る ことがで きると考えた。

O自 力解決 を促 す教具 や ワー クシー ト等を準備す る。

○一人一人 に応 じた適 切な指導 ・助 言や温かい言葉 かけをす る。

(3)学 び合 う場面の設定

友達か ら 匡認 め られ る楽 しさ丑や 霧学 び合 う楽 しさ当,ま た,学 び合いによる 『分か る

楽 しさ』は,低 学年 の うちか ら感 じさせたい と考え た。

○ 隣同士 で考えを話 し合 った り,小 集団で活動 したりす る。

○表現 しきれな い部分は操作 しなが ら視覚的に表 した り,っ ぶや きを逃 さず に取 り上げた

りして い く。

○友達同士,助 け合 いなが らよ りよい方法を見付けてい くよ うにす る。

○ 一人 一人の考 え方,表 し方 を学 び合 いの場 に生か し,そ のよ さを価値付けてい く。

(4)算 数 のよ さにふれ る場 面の設定

r算 数のよ さにふれ る楽 しさ』 は,解 決の実行,解 決の発表 ・検討,ま とめの それぞれ

の問題解決の過程で味わわせ たい大事な楽 しさである と考 えた。

○ 「生活経験や既習事項 を生 かす 」 「考え方が似てい るところを見付け る」 「簡単 なや り

方を見付け る」 ヂ確 かあ る」等の考え方 を積極的 に認め,問 題を解決 してい く。

〔解決の実行〕

○話 し合 い活動の 中で いろいろな考えや方法の中か ら,ど れが 「簡単 だ」 「便利だ」 「分

か りやす い」等 を考 えて い く。 〔解決の発表 ・検討)

○ 「分 か った達 「もっとや りたい3「 次 はこの方法を使 ってみよ う」等,算 数 のよさを振

り返 り,r分 かる楽 しさ』 『で きる楽 しさ』が次の活動 に生か され るようにす る。

〔まとめ〕
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V指 導 事 例

1単 元 名 「か け算(1)」 本 時1/21(第2学 年)

2研 究 主 題 との 関連

(1)児 童 一 人 一 人 が 意 欲 的 に か か わ る こ との で き る 「仲 間集 め ゲ ー ム 」を 設 定 した。

② 自力 解決 の 時 間 を 確 保 し,操 作 ・表 現 しや す い よ う,ワ ー ク シー トを 工 夫 した。

(3)児 童 同 士 が,互 い の 発 表 を認 め合 った り補 い 合 った り して,学 び合 う楽 しさを 味 わ う

こ とが で き る検 討 の 場 面 を 設定 した。

(4)同 じ数 の 仲 間 の い くつ 分 で,全 体 数 を と らえ る こ とが で きる よ うに した。

3本 時 の 展 開

(1)目 標

「一 つ 分 の 大 き さ」 や 「い くつ 分 」 の数 に着 目 し,全 体 の 数量 を と らえ る ことが で き る。

② 展 開

課

題

把

握

解

決

発

表

検

討

主 な発問 と児童の活動

T.「 な か ま あっ あ ゲ ー ム」 を しま す。 まず,

ゲ ー ムの ル ール を 思 い 出 しま しょ う。

C.お も しろ そ うだ 。 や って み た い 。

C.た い この音 だ け仲 間 を あつ め,輪 に入 る。

T.「 な か ま あ っ め ゲ ー ム 」 を しよ う。

C.音 の 数 を しっか り聞 こ う。

C.は や く仲 間 を 集 め て輪 に入 ろ う。

T.何 人 の グル ー プ が い くっ で きた か な。

C.2人 の と き は11グ ル ー プ だ よ。

T.今 度 は,ゲ ー ムを す る人 と見 る人 に別 れ 仲

間 が どの よ うにで きた の か を,カ ー ドにか い

て 発 表 しよ う。

〈10人 に,た い こ2回>

c●絵

⑳⑬C'○ 回o%

⑱⑱ ..・.

C.2人 ず っ の 仲 間 が,5っ で き た 。

T.ゲ ー ム を し て い る 人 の 数 は,何 人 で す か 。

C.2,4,6,8,10で10人 。

C.2十2十2十2十2

T.で は,ゲ ー ム を す る 人 と 見 る 人 を 交 代 し て

カ ー ドに か こ う 。

<12人 に,た い こ 三 回>

C.○ 図C.3人 と3人 と3人 と3人

★主題 との関連*留 意点 ◎評価

★課題 に出合 う楽 しさ

◎集会活動で行 った 「なか まあっめ

ゲーム」を思い出 しなが ら,ル ー

ルを確認す ることが で きる。

*足 りない人数 は,紙 人形の数 など

で補 い,全 員がゲームを楽 しむ こ

とがで きるよう準備 してお く。

★考え る楽 しさ

*ゲ ームをする側 も,グ ル ープ作 り

がで きた ら,輪 の 中に帽子を置い

て,カ ー ドに記録す る。

◎何人ずっ何 グループで きたかを,

自分の力で表現で きる。

★学 び合 う楽 しさ

★認 め られ る楽 しさ

★算数の よさにふれ る楽 しさ

*具 体物で表す ところか ら,記 号を

使 って,よ りわか りやす く表現 し

てい くことの よさに触 れ る。

*工 夫 して,全 体数を求 め る。

★で きる楽 しさ

*1っ のフラフープに○ 人ず っ○ グ

ループの表現 を支援で きるよ う,

フラフープのか いてあ るヒン トカ
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ま
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め

.::・00

⊂)④ ③ ③
T.3人 ず つ の 仲 間 が4っ 。12人 い るよ。

T.自 分 の カ ー ドに,「1っ の 輪 に○ 人 ず っ,

○ グル ー プで ○ 人 」 とか いて み よ う。

C.1回 目 は2人 ず つ5グ ル ー プ,10人 。

C.2回 目 は3人 ず つ4グ ル ー プ,12人 。

T.今 日は,「 ○ 人 ず つ,○ グル ー プで,○ 人 」

とい う勉 強 を しま した 。

一 ドを 準 備 して お く。

*数 字 で,よ りか わ りや す く表 現 し

て い くこ との よ さに触 れ る。

★ 算数の よさにふれ る楽 しさ

*簡 単で,分 か りやす く表現す る。

★分か る楽 しさ

★で きる楽 しさ

◎ 「○ 人ずっ○ グル ープで,○ 人」

とい うとらえ方がで きる。

VI研 究の成果 と今後の課題

1研 究の成果

(1)主 体的な学習意欲を高め るためには,日 常生活の 中か ら身近な出来事 にか かわ る課題

を見つ けて,児 童が楽 しいと感 じる指導を計画 し,常 に児童の興味 ・関心 に迫 る課題づ

くりを して い くことの大切 さが分か った。

(2)算 数 を学ぶ喜 びは,友 達 や教師 に認 あ られ ることによ って高 める ことがで きた。 さら

に,学 ぶ楽 しさが人間関係 を深め,互 いのよさを認め合 うことに もつなが った。

2今 後の課題

児童の意欲的な取 り組 みを持続 させ るために も,学 習のね らいに合 った活動や発問を工

夫 して い く必要があ る。

中学年分科会

自分の考えを表現 し,よ りよい考えを求める児童を育成する指導法の工夫

1主 題設 定の理 由

今 日,算 数科 では 「数量や図形 についての親 しみや関心を高め ること」及 び 「数理的な処

理のよ さがわか るよ うにす ること」を重視 して いる。 さ らに,数 学 的な考え方の育成を一層

充実 させ,広 く思考力,判 断力,表 現 力な どの能力の育成を図 ることが期待 されてお り重要

な課題で もあ る。 ここで いう表現力 とは,数 量 や図形 にっ いての事柄や関係 などを的確 に表

現 した り,自 分が考え た り判断 した りしたことを,簡 潔 ・明瞭 に表 した りす る資質や能力の

ことで ある。

表現 にっいて の中学年 の実態 を見 る と,自 分の考えを図に表 した り,立 式 した り して進ん

で問題 を解決 しよ うとす る姿勢が 見 られる。 しか し,場 面や状況 に応 じた適切な表現を選ぶ,

その図や式にいた る過程 を分か りやす く説 明する,他 の表現方法 と関連付 けて理解す るなど

の力 は,ま だ十分 には身 に付 いていな い。

そ こで,自 分の考えを明確 に表現 し,交 流 し合 う中で,自 他の表現や考えのよさに気付か

せて い く指導が必要で ある と考え た。 そ うす ることで,よ りよい考えを求め る態度が育 ち,

問題 を解決 す る力 を高 め,自 らの理解 をよ り深め ることがで きる と考え,上 記の主題 を設定

し,研 究を進 あ ることと した。
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皿 研究 のね らい

○ 算数 の学習 におけ る表現 の内容 について明 らか にす る。

○表現力 を高め る指導法 の工夫 を行 う。

○ コ ミュニケー シ ョンを通 して,よ りよい考え に高めてい く指導法の工夫を行 う。

皿 研究 の仮説

児童が 自分の考え を伝 えた り,自 他の考えを比較 した りで きるよ うな学習過程や助言な ど

の工夫 をす る ことで,児 童一人一人が 自分の考えを もち,よ りよい考えを求 ある能力を育成

す る ことがで きる。

N研 究 の内容

本分科会で は,中 原忠男氏(広 島大学)の 表現体系の研究を土台に児童の表現活動を理解

し,児 童が表現 した ことを生か した指導の工夫の研究 を進 あて きた。

1基 礎研究

中原忠男氏 は算数 の学習 にお ける表現方法を下記の よ うに5っ に類型化 し,各 々を表現様

式 と呼んで いる。 そ して,表 現力を5っ の表現様式全般 にわた るもの として幅広 くとらえ,

数学的知識の構成過程 にお いて表現様式間や表現様式 内の相互変換 を重視 して いる。

(A)

(B)

(C)

(D)

(E)

実現的表現:実 際の状況,実 物によ る表現

操作的表現:モ デル化が行われてい る具体物,教

具等の動的操作 によ る表現

図的表現:絵,図,グ ラフ等 によ る表現

言語的表現:日 常語を用 いた表現

記号的表現:数 字,文 字,演 算記号,関 係記号等

数学的記号を用 いた表現

2本 研究で とらえ た表現で きる児童の姿

実態調査 か ら,児 童 は他の表現様式や表現方法を理解 した り表 し変えた りする学習経験が

少ない ことが分 か った。 また,自 分 の表現 した内容や考 えを振 り返 りなが ら,他 の児童 と協

同で よ りよ い考 えを求 め,創 り上げて い く学 習が一層 重視 されな けれ ばな らない ことも分

か った。 これ らの活 動 は,児 童が概 念を獲得す る過程や理解を深 ある過程 において 重要な も

のであ ると考えた。そ こで本研究 では,上 記 に示 した中原 忠男 氏の表現様式を基に児童 の表

現活動を分類 し,目 指す児童の姿 を次のよ うにと らえた。

◇5っ の表現様式 の いずれかを用い ることがで きる。

①

①

①

①

①

①

⑩
◎
⑩

⑩
⑩
⑩

・
⑩
⑭
⑩

・32+32+32=96

●30カ 、げる31♂できるカ・う90月

あと2月が3っで6月 で

ヒ「んぶ で96月 にrdる

1枚32円 の 色 紙 を3

枚 買 い ま した。 代金 は

い く らで す か。

-3年 生 か け 算 一)
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◇一っの表現様式 と他の表現様式 を

関連付 けて理解 し,表 し変え る こ

とがで きる。 ・32+32+32=

nnn
32302』 り2

---,

30x3二笠 」L些 二自

〃

議 難 鑑.曲 翻⇔面　1
oa26郵%

32 ⇔ ト →一+一 →

◇ コ ミュニ ケー シ ョンを 深 め る

過 程 で,表 現 す る こ との よ さ

を 感 じ,よ りよ い 考 え を 求 め

る こ とが で き る。

妙

○
①
①

①
①
①

◎
@
⑩

◎
◎
◎

・
⑭
⑩
⑤

●30×3=90

2x3=b)響
9&

・32+32+32=

/0の{庄 と/の{立 き

含 歪π 考 之爽ぱ いぴ

/＼ 〈/＼
302302302

仁30旦 型 」[璽 劃

3指 導 の工 夫

児童が個人内でい くつかの表現方法 を理解 し,表 し変え る活動や他者 と考 えを交流 し高め

合 うコ ミュニ ケー シ ョン活動がで きるよ う,次 の よ うな具体的な指導 の工夫 を して きた。

(1)根 拠を明確に して考えを進め る学習過程 の工夫

・根拠を問 う学習 にす る。

・図を説明の根拠 と して積極的 に用 いるような学 習にす る。

・ワー クシー トや ノー トに考え たことを 自由に書け るよ うな学習 にす る。

(2)具 体的 な助言の工夫(例)

↑

自

力

解

決

の

場

王

▼
ー

発

表

〈課題把握 や解 決に向か うために 〉

「場面 を図にかいてみよ う」(明 確)

「習 った ことは使えないか な」(既 習の活用 ・類推)

〈他の表現 との関連を図 るために 〉

「や った ことを図 にかいてみよ う」(B→C)

「どう して この式で いいのかな」(E→C,D)

「図 にか いた ことを式 にで きないかなj

〈よ り簡潔 な表現 を促す ために〉

ヂま とめてす っき りで きないか な」

「整理 してみ よ う」

〈考 えを分 か り合 うために 〉

(C→E)

rOOさ んの考 えをあなたの言葉で言 ってみよ うj

rOOさ ん は どうしたか ったん だ と思 う」

「似 てい る考 えは どれかな」w(統 合)

〈考 えを高 め合 うために 〉
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検 「こ う した ら も っ とよ くな る と い うと ころ は あ るか な 」

討 「ま とめて いえ な い か な 」(統 合)

「い つで も使 え る の は どれ か な 」(一 般 化)

↓ 「は や くで きるの は どれ か な」(簡 略化)

(3)コ ミュニ ケ ー シ ョンの 場 で の 教 師 の 調 整 者 的 な支 援 の工 夫

・価 値 を押 しつ け る ので は な く,児 童 が 気 付 くよ うな助 言 を す る。

・よ く聞 き,よ く理 解 す る。

(4)学 習 環 境 の 工 夫

V指 導 事 例

1単 元 名 「あ ま りの あ る わ り算 」(3年)

2本 時の 目標

・自分 の 考 え を表 現 し,自 他 の考 え を 関 連 付 け,よ りよ い考 え を 求 め よ う とす る。

・わ り切 れ な い場 合 も除法 と して 立 式 で き ,乗 法 九 九で 求 答 で き る こ とが 分 か る。

3本 時 の展 開(1/5時)

課

題

把

握

自

力

解

決

主 な発 問 と児童 の活動

画用紙が20枚 あ ります。 この画用紙 を一

人に口枚 ずつ分けます。何人に分 け られ る

で しょう。

T.口 に は どん な 数 が 入 り ます か。

C.4,5,6

C.6の と きの 式 は ど うな るの か な。

C.20は6で わ れ な い。

C.6の 段 の 九 九 で で きな い。

C.同 じ数 で わ け るか らわ り算 。

C.式 は20÷6

20-6の 計 算 の仕 方 を考 えて み ま し ょう

①6枚 ずつ区切 る動作。

(A)→(C)

②6枚 ず っ た して い く。

繋髪曝
6柘 妬 劃 激qこ 一誕1り ・

漁二㌘ 細 こ留

を6と

考 えれ ば

6×3で

2枚 残 り

D,E)

指導の工夫と留意点

〈課題把握の ため に〉

★分 か って いることは何かな。

★求めて いる ことは何かな。

・わ り切れ る数 を取 り扱 った後
,わ

り切れない数 を取 り上げ る。

◇ 場 面 か らわ り算 で よ い こ とを確 認

す る。

〈解 決 の 見通 しを もっ た め に 〉

★ 今 ま での 考 え は使 え な い か な。

〈他 の表 現 との 関連 を 図 るた め に 〉

・(A)(B)の 児童 に

★ や った こ とを 図 にか いて み よ う。

・(C)の 児 童 に

★ 図 にか い た こ とを 式 に表 して み よ

う。

・(E)の 児 童 に

★ ど う して この 式 で い いの か な。

★ 友 達 に分 か るよ うに説 明 しよ う。
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発

表

・

検

討

③6枚 ず つ 引 いて い く。

(C)

泌

・
ロ

ロ

ヂ
殆難薯

レ
④か け算を使 う。

ー
」

1撫1

(E)

20'る=緯

(C)

都 朋

6x3ニ ノ8・の弐「カ」'招}5≧of=近、、のてこ.

6x3 .落随 。蓉で2・tさ なれ て

＼・ろ の で逼あ管リカ・・?っ}こ

プ川 す〔2。塗 り)(
D)」

懸 脱 もあ齢唖

》8こ も講 さ

ま

と

あ

6×5『9zこ あぎさ

塵 〉励 い.
X5二 ～dわ こ己趣7い

ど

れ

も

-

の

段

の

九

九

を

陣

い

田
國

圏

劇

6×6=366こ 勧 ＼、(E)

T.ど の 方 法 に も共 通 して い る と ころ は あ りま

す か 。

C.ど れ も3人 にな る。

C.ど れ も6×3を 使 って い る。

C.ど れ も2枚 残 って い る。

C.こ の場 合 も九 九 を使 って 答 え を求 め る こ と

が で きそ うだ 。

T.答 え を どの よ うに 表 します か 。

C.3は 人 数 だ け ど2は 画 用 紙 の 数 なの で一 緒

に して は い け な い。

C.3人 で残 りが2ま い。

T,3人 に 分 け られ て 余 りは2枚 。 この ことを

式 で 次 の よ う にか き ます 。

20÷se3あ ま り2

〈よ り簡潔 な表現 を促すため に〉

★ま とあてす っき りで きないかな。

★他の方法で表 せないか な。

・画 用 紙 に大 き くか か せて お く。

}

i.考 えの共通 してい る点 に翻 させ

気 付 か せ て い く。

〈考 えを分か り合 うた めに〉

★○○ さんの考えを説明 してみよ う。

★似てい るところはあるか な。

★○○ さんの気持 ちが わかるかな。

〈考えを高め合 うために 〉

★ いい考えだ と思 うのは どの方法か

な。

★いつで も使えるのはどの考えかな。

・授 業 を振 り返 らせ る。

1
◇余 りのあ る場合に も九九でで きる

ことを確認す る。

一10一



VI研 究 の成果 と課題

成 果

・ 表現 内容 を明 らかにす る ことで,教 師 自身が児童の考 えを理解す ることに役立 ち,表 現

を関連付 ける助言 を効果的 に行 うことがで きた。

・ 表現力 を高 める指導 の工夫 をす る ことで
,児 童は表現す ることの有効性 に気付 き,進 ん

で 自分 の考 えを別 な方法 で表 した り,簡 潔 ・明瞭に表す工夫を した りす るな ど,多 様 な表

現方 法を用いて考 え進 め るよ うにな って きた。

・ 発 表 ・検討 の場 面で は,教 師が調整者的な立場で助 言を行 うことで,共 感的な話 し合 い

や,表 現 された考えを関連 付け る話 し合 いがで きるようにな って きた。

課 題

・ 具体的な助言を系統立てて考え助言す ることで,児 童の表現力 は伸 びて きてい るが,ど

の場で ど ういう表現方法が有効か とい うことが分か らず,適 切な使 い方がで きない児童 も

見 られ る。例えば,テ ープ図のよ さを感 じて使 ってみ たいと思 っているが,ど んな時にで

もテープ図を使お うと して いる場合があ る。今後 も,適 切な表現 方法 を選択 し活用で きる

力を育て る指導 に努 あて いきたい。

・ 児童が 自 らよ りよい考え に高めて い く力を身に付 けさせ るために,個 に応 じた助言の在

り方 をさ らに工夫 し,有 効性 を継続的 に実証 してい きたい。

高学年1分 科会

自 ら 問 い 続 け る 児 童 の 育 成
一 「割 合 」 に か か わ る 学 習 を 中 心 と して 一

1主 題設 定の理由

現在,学 年が進行す るにっれて 「算数を勉強す る ことが苦手,ま たは嫌 い」とす る児童が

増加 してい る。その原因の一っ に,考 え る力が十分 に育成 されていない ことが指摘 されてい

る。算数科 にお いて,数 学的 な考え方を伸ばす指導 が必要で ある所以は ここにある と考え る。

この よ うな状況 をふ まえ,私 たちは,
〈本研究の道筋〉

児童が 問題場面 に出合 った ときに,自

ら問い続 け る力を育 て ることによ って,

で きる喜 びや学 ぶ ことの楽 しさを感 じ

られ るよ うに したい と考え,本 主題を

設定 した。

具体的な学習内容 と して は,指 導 に

難 しい内容の一つ とされて いる 「割合」

にかかわ る学習 に焦点を当て ることと

した。

Q
q,

〔脇 ・人㈱ こつながる〕

↑霞終的には

主体的に問題解決するカが養われる

iそ のことにより

児童自ら問いをもてるような指導を継続していこう1

ますは、貝体的な内容としτ 「割合」にかかわる学蟄から始めよう1

rそ こで

賠代の要講 児量の突態 教師の膜い
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II育 てたい児童像及 び研究 のね らいと仮説

育 て た い 児 童 像

⑦ 身の を 芒τる子

② 自分の カ で潔 決 てrきる子

θよJよ`bる の を求 めよ ラとプる 子

@漸6`1局 」野を躍躍 てrぎる子

児 董が 』「』酵を」生ん だ ヴ.多 踏 な憲 付 ぎが できた グす るよ うな』馨

幽「のユ7夫を庁 ラ。 また、 児董 が 何 老ξ考 えカ な『よ ρか 考 え る虜斎

菱卵礎 κ ずるよ うな潔σ や指}謬菱痩 み重 ねる。そ うするな らな'、

児重 が β ら闘`1を う ち総!ナ ら轟{5た め の学 晋の 蓬 ヴ方 κ つ`髄

τ4熔 の に考 評6たtで 契 鰐 を庁 ρ.そ の 存勿 盤 を麓甜 ナる。

皿 研究の内容

1本 分科会 にお ける 「問 い」の とらえ方

分科会主題をふ まえ,私 たちは 「問 い」を右のよ うに

とらえ ること とした。 そ して,具 体的 な学習内容 として,

「割合 」にかかわる学習 を取 り上 げ,具 体的な 「問い」

について考察 を進 あて い った。

2「 割合 」にかかわ る学習 と 「問い」

(1>実 態調 査か ら

これまで,「 割合 」にかかわ る内容 を指導す る際,次 のよ うな児童が多 い と感 じて

いた。

・2量 の関係を差 で とらえ ることはで きるが
,割 合で とらえ ることがで きない児童

・ 「割合」で とらえ ることのよさを味わえて いない児童

・ 「くらべ る量」や 「もとにす る量 」を 自分で設定す る力を もっていない児童

この ような児童が存 在す るの は,私 たちに指導上の問題があ る。そ こで,実 態 を正

確 に把握 し,児 童 自 ら解決 に向けて問い続 け られ るよ うな指導の在 り方 を考えるため,

教科書の適用問題 などを参考 に して,5年 生6題,6年 生7題 か らな る調 査問題 を作

成 し,実 施 した。例えば,5・6年 共通 に実施 した

次の よ うな問題があ る。

この問題 は,1あ た りの量 を求 める問題であ る。 問題2含搬 雰雛鰺 聲黎 漁饗巌弘

正 答 率 が低 い原 因 と して,「 問題 の 場 面 を十 分 把 握 正答25÷525・5の 他

し た 上 で,ど ん な 演 算 を す れ ば よ い か 分 か 。 て い な 簑23321814920113334431

い こ とJr何 を 求 あ れ ば よ い か を 意 識 し て,問 題 を 臨 票:6輔 景

蟹ニニご芝鵜 塑礁 葦1'二購 薄繍 益 ∋・i為 ∋.
る児 童 の ・問 い 、 に は どん な もの が あ るか を考 え た.m!

(2)「 割合 」にかかわ る学習内容の見直 し

また,1年 生か ら6年 生 まで 「割合 」 にかかわる学習 内容を見直 し,そ れ らの関連

性 をっかんだ上で,児 童が学習をす る際の態度 にはどん な ものがあ るかを洗 い出 した。
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3自 ら問 い続 ける児童 を育成す る指導の在 り方

児童が 自 ら 「問 い」を もち続 けるためには,教 師が範 を見せた り,児 童の活動 を適切

に評価 した上で,発 問や援助 を行 うことが大切であ る。 そ こで,私 た ちは指導 の在 り方

として次の3点 に留意 しなが ら,日 々の授業実践をす ることとした。

(1)学 習 指 導 計 画 の 工 夫

の児 量 の憂眉 や秀冤が 次の学 習κ つなが

るよ うに する。

②周」暫堀面 や学 習内 痒の運瀞 だ を重 甜 し

た課冴 を農 藷ぎずる。

「単 位 量 あた りの 大 き さ 」の 実 践 で は ・ ・

or平 均 ノ てrの学 習がr肇 愈fあ た ヴの ズ き さノ を と らえ る 一 つ の

虜 斎 と な る よ ラ潤 」暫 を設 定Lt。

or還 さノ の 学 習 てrな.r」 膨位fあ た グの ズ'ぎ さ》 での 学 習 を益 か

L.興 揮 の2fに 窟 θ ム τ周 便 つ ぐ ヴ 菱L、 β ら1解決 で ぎ るよ う

にLた 。

(2)学 習 課 題 の 工 夫

の 学 習 煮 β 身 の 多 葉 な 東 付 き が てrぎる よ

ラ!こず る。

θ 不 完壌 な形 で摺7題房 示 ず る。

oの 理 の な葛 簾 を生 ま#る ・

※(1)(2)の 具 体 的 な 事 例 は 次 頁 を 参照

0亙 斥 み の演 滋 庁4ト ゆ運 吻 会 なtの 群讃 を主 か した潤 奮 ～ξ麗 」ぎ 乙.

層 面 を溜 起Lや ず ぐ す る と と 着 κ 、渉 要 屡 や興 傑 ・灘 む・菱 引 き超

すよ う〆こムた。

0鍛 麓 が 示5/zτ`1な`りO/Rdを 躍 示 乙、 婬 董8ら が 数 蔭 の泌 要 建 に

窺'がρ τρ ゲ る よ ラ仁 した。

(3)学 び 方 の 育 成

の 句 を考 え カ ぱ ρ`1の か.考 え る 盟 斎 菱

貿 β の に明 示 ず る。

② 子 ど{う と共1こ つ ぐ っ た 「考 え 方 の 手 ダ1

きノ な どが ず ぐ使 え る よ ラに す る。

0児 重 倉 身 のr潤5リ 、 局 題 潔 瑳 の.身遼 乙 や方 瑳.潔 決 の哲 溜 が 卵

躍1ご な るよ ラZごワー ク シー トを作 威 むた ρ

0局 暫 潔 瑳 の遡 溜1=ゐ ρ τ避 切 な拶 助 が でぎ るよ う評 伍 κ 塞 づひ た

発 燭 や 手だ τ を行 った 。

☆ 下 の 表 は,「 単 位 量 あ た りの 大 き さ」 の学 習 で 考 え られ るr望 ま しい問 い 」 と 「望

ま しい問 い を引 き 出す 発 問 例 」か ら一 部 を抜 粋 した もので あ る。

こう・や。て

教 て

いけ1ゴ

㌧Lいんだo

し'!

爆
●

5

児童が もつ

望 ま しい問 い

望 ま しい問いを引き出す発問例

数学的態度 数学的な考え方 知識 ・理解

導

入

面積が同 じな ら比べ

られるか な

何が分かれば考え

られ ますか

図や絵 に表す ことは

で きませんか

同 じ広 さならどちら

が 混んで いますか

解

決

面積 も人数 も違 う時

どうしよ うかな

今 までの学習が使

え ませんか

図や絵を使 って考え

られませんか

面積 や人数を そろえ

られませんか

検

討

本 当にそ うかな

自分の考え との違い

は何か な

みんなの考えを ま

とめ られませんか

みんなの考えの よい

ところや似て いると

ころは どこですか

どち らか一方 をそろ

え ると比べ ることが

簡単 にで きますか

終

末

どんな問題が つ くれ

るかな

他 に問題はつ くれ

ませんか

条件を変えて問題が

つ くれ ませんか

数値 を変えて問題が

つ くれませんか
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IV実 践例 (「 単位量 あた りの大 きさ」の学習を例 に して)

[
↑

自

ら

問

い
続

け

る

児

童

の
姿

]

第欽 「平 均」
学習課題1
男 子 は 、Aか らJの10こ の テ ン トに 、

4人 ・ ・6人 ・ ・4人 ・ ・5人 が 入 っ て

い ます 。 女 子 は 、Kか らRの8っ の テ ン

トに 、6人 …5人 ・ ・4人 が 入 っ て

い ま す 。 一 つ の テ ン トで 比 べ る と 、 男 子

と女 子 とで は 、 どち ら の方 が た く さん 入

っ て い る と言 え る で し ょ う。

学習課題2
5年 生 と6年 生 とでキ ャンプに行 きま

した。5年 生は、7っ のテ ン トに平均5

人 ずっ入 ります。6年 生は、9っ のテ ン

トに平均4人 ずつ入 ります。 キャンプ の

参 加者は 、全体では何 人で しょ う。

学習指導計画の工夫 ①児 童の疑 問や発 見が次 の学習 につなが るよ うにす る。

② 問題場面 や学 習内容 の連続性 を重 視 した課題 を設定す る。

第二次 「単位量あたりの大きさ1
学習課題1
3種 類 のテン トがあ ります。絵 を見て

あなたが 一番入 りたい と思 うテ ン トを選

び ま しょ う。

A6㎡ ・5人

B6㎡ ・4人

C8㎡ ・5人

Aが 一番 こんでい

ることは確 かめ られ

たの で、BとCの ど

ち らの 方が こんでい

るか比 べま しょ う。

学習課題の工夫

① 学習者 自身の多様 な気付 きがで きる よ うにす る。

② 不完全 な形で問題 提示す る。

③ 心理的 な葛藤 を生ませ る。

r

児 童に よる問題 設定 学習課題の工夫

1教 師 の 発 問 ・支 援11
・分 かってい るこ とは何 です か。

(学び方 の育成)

①何 を考 えれ ばいいのか、 考え る視 点を段 階的に明示 す る。

②子 どもと共 にっ くった 「考え方 の手引 き」 な どがす ぐ使 える よ うにす る。

・知 りた い こ とは 何 で す か
。

r

(学び 方の育成)

・何 が分 かれば考 え られ ますか。

・問題 を解 く条 件はそ ろい ま したか。 ・今までの学 習で、似 たよ うな問題 や使 えそ うな方 法はあ りません か。

・図や絵 に表 して考 える ことはで きません か。 ・数値 を変 えて考 えるこ とはで きません か、 ・なぜ これ で よい のです か。

・そ の方法は いっで も使 えそ うです か。 ・条件 を変 えた らど うな りますか。 ・違っ た見方はで き ませ んか。

・この考え方 で本 当によいです か。

・そ の方法で何 が求 め られ るのです か。

・図や 絵を使 って説 明す ることはで きません か。

児 童の 「問い」の継続 と変容

・ほか の方 法はあ りませ んか。

さ らに …

・分 か っ て い る こ とは 何 か な
。

・知 りた い こ と は 何 か な
。

・何 が分かれ ば解 けるかな。

・問題 を解 く条件はそ ろったかな。

児 童 の 主 体 的 な 活 動
・今 までの学 習で似た よ うな問題や

使 えそ うな方法はな いかな。

[時 間→]

第8次 学 習 課 題 ■ に お け る 学 習 で 見 る と … ・

さ ら に …

・図や絵 に表す ことはで きないかな ,

・数値 を簡単 にでき ないか な。

・この方法で本 当に よいか な。

・図 や 絵 を 使 っ て 説 明 で き な い か な 、、

学習課 題.1
3種 類 のテ ン トがあ ります。

絵 を見 てあなた が一番入 りたい

と思 うテ ン トを選 びま しょ う。

A

B

C

6㎡ ・5人

6㎡ ・4人

8㎡ ・5人

児童 の 「問い」

教師の発 問

・何を理 由に して考 えます

か。
・何が分 かれば、 考 えられ
ますか。

・面積が 同 じだと

比べ られ るか な。
・子供 の人数 が 同 じだ

と比べ られ るか な。
・面積 も人数 も違 う時

には、 ど うすれ ば比
べ られ るだろ う。

・問題を解 く条件 はそ ろ

いま したか。
・図や絵 を使 って 考え る

ことはで きませ んか。

Aが 一番 こん でい ることは確か め られ

た ので、BとCの どちらの方が こんで

い るか比べ ま しょう。
・自分 の考 え

方やや り方 と
・ど うした ら、

面積 をそ ろえ ら

れ るだろ う。
・どうした ら、人数 を

そろえ られ るだろ う。
・平均 の考えは使 え

ないかな。
・ほかの方法 は

ないか な。

/
・そ のガ法はいつ で も使 え

そ うですか。
・条件 をかえた ら、 どうな

ります か。

同 じか な、 ど こ

が違 うだ ろ う。
・い ろい ろな方法 で

よい ところや 、似

て い るところは

ない かな。

/
・よい ところや似 てい る

ところは どこです か。
・新 しく分 かっ たこ とは

何 です か。

＼

・こみ ぐあい の

比べ 方 を、 どの

よ うに まとめ よ う

かな。
・どんな 問題 を、

作ろ うかな。

・ 「こみ ぐあい」の 比

べ 方を ま とめ ると、

ど うい うことが言 え

ますか。
・条 件をか えて 、新 し
い問題 を作れ ませ ん

か。
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学習課題2
キ ャンプ場の まわ りに、木の なえを1a

あた り12本 ず っ植 え ます 。

15aの 土地全 体に植 えるに は、な えは

何本い りますか,,

また 、このな えを1aあ た り9本 ずっ植
える とす る と、何aの 土地 に植 える ことが

できます か,、

第三次 「速 さ」
学習課題3

①運動会 で松本君は1200m、 大場 君は1000m走 りま した、.
どちらが速 く走 ったで しょう。

② 運動会 で松本君は6分 間、大場 君は4分 間走 りま した。

どち らが速 く走 った で しょう。

◎ 運動会 で松本君は6分 間で1200mを 、大場 君は4分 聞で
1000mを 走 りま した。 どち らが 速 く走 ったで しょ う。
※① と② の課題か ら、速 さを調 べ る条件 を とらえ、◎ の

課題 を完成 して速 さを比べ る。

学習課題
児童 の 「問い 」を生か し

児童が課題 を設 定す る。

/
児 童に よる

発展課 題の設 定

i

(学 び方の 育成)

児童 によ る問題 設定 学 習課題の 工夫

r

(学 び方の 育成)

児童 によ る課題 設定

・みん なの考 えの よい ところや似 てい ると ころは どこで すか。

・ま とめ る と ど うい う こ と が 言 え ま す か
。

・新 しい 問題 を作れ ませんか。

さ ら に …

・この 考 え(方 法)で 本 当 に よ い か な
.

・条 件 が 変 わ っ て も、 こ の 方 法 で解 け る か な 、、

・別の 方法はな いかな。

・自分 と 友 だ ち の 考 え や 方 法 で
、 同 じ と こ ろ は

な い か な、,

・自分 と友だち の考えや方 法で、違 うところは

ど こか な,

さ ら に …

児童の 「問いJの 継 続 と変容

・もっ と分 か りやすい説明 の仕方は ないか な。

・も っ と よ い 方 法 は な い か な
。

・み ん な の 考 えや 方 法 で
、 よ い と こ ろ は ど こ

か な 、.

・み んなの考 えや 方法で似て いる ところはな

い かな。

・み ん な の 考 え を ま とめ る と
、 ど うい うこ と

が 言 え る か な 、、

・新 し く分 か った こ と は 何 か な
。

・この 考え方や方法 は、 どんな こ とに使 える
かな1,

・条 件 を変 え て
、 新 しい 問題 を作 る こ とは で

き な い か な、、

・次は、 どんな学習課題 を考えれ ばよいか な。

次

の

単

元

へ
の

発

展

[
↑

自

ら

問

い
続

け

る

児

童

の

姿

]

[→ 時 間]

ワ ー ク シ ー ト(第 二 次 学習 課題1) ま と め

算数ワークシート 「単位量あたりの大きさ」〔9}"μ.日

5年 氏名

瞬 題 で 分 かっ てい るこ と」■傷 です か.

聞 題 壷と く跨めi二 あ か門 が鱈 りた いこ とは何 で†か馳

今巨の学習を蚕り逼って

臼分の 零 え吐方駈 で.閏 ロ 膨と8蓑 しよ う,
間咀の ■鱒 色響 い うかべ て.闇 喧β【わか っ吐. A 糎 [

わ力髄って」」る 二と{,魍"た レ・二と を勾オ るこ とのLe8← . 亀 B [

τ臼分の 勾 之亀方 濫で 隔● 盈 と(こ とが で塵 た. A

一　 '

画

n分 のwxoxer+り か2一r廓 ・め 愚こ 局1ぐ 勘. 再 隔 r
一一　

別 の ゐ薩やb,と 霞い 勾廉 はな いか 丹え う 二とe;で8だ. 鳥 8 c

隅 レの 勾 響ILIr崖 戸1.ゴ岬 凝`閣:.1Ai〔 戸 鳥 一一 一IL 1

?胃 し 【わ かっ 配 と◎隔 》な り1二廿"喝 ご昌 瞭 勘. 尾 R 1

`曇 やrxar薄2室 し二 う.

.コ

・閤題 場面や学 習内容 の連続性 を重視

した課 題や 、児童の体験 を生 か した

課題 を設定 した ことによ り、学 習の

流れ がつかみや す くな り、学習意 欲
の継続 につな がった。

・不完全 な問題 の捷示 によ って、児 童

自らが 「分か ってい るこ とは何 か」
「知 りたい ことは何か 」を問い、課

題 を確 かに把握す る ことがで きた。

・考え る視点 を段階 的、継続的 に明示

す る ことによ って、児童 自らが 「学

び 方」 を意識 して学習を進 めるこ と

がで きた,,

・継続 して 「学び方 」を学ぶ ことによ

り、 自分 な りの 目的や 課題 をもった

学 習がで きる ようになって きた。
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高学年II分科会

「問題解決能力を高める指導の工夫～図のよさの感得を通 して」

1主 題設定の理由

問題解決学習の指導を行 うとき,「 問題把握を十分にさせ るには」 「見通 しを もち,解 決

に取 りかか らせ るには」 「解決方法 を多様 にさせ るには」な ど,児 童へのかかわ りが課題 と

な って いる。本分科会で は,こ れ らの課題を解決す る指導 の一つ として,図 の よさを明 らか

に し,図 のよさを児童が感得で きる指導の工夫を中心に研 究を進 める こと とした。問題解決

の方法 として,様 々な図が ある ことを理解 し,必 要 に応 じて 自分の考 えを表すの に適 した図

の選択 ・活用がで きる児童 の育成 を 目指 し,上 記研究主題を設定 した。

VI研 究の内容

1図 の系統表

本分科会で は,問 題解決の過程 にお いて用い られ る視覚的表現手段を図 と呼ぶ ことに した。

こ こで は,こ れ らの 図 につ いて 系 統 立 て て 調 べ,5っ の 図 に つ いて 表 に ま とあ た 。

1
2

3

4

6

一
一 プ"

ひき算の筆算
大きな数のひき算
たし算とひき算
かけ算

問題 文だけでは演算決定 が困難

な課題 に対 して、テ ープ図を活

用す る有用性を味わわせ る。

算り
算

わ
筆
感

と

の
量

算
算

の

け
り
さ

か
わ
長

分 のひき
小数のかけ算 とわ り算

ノiの 》け り

4年 生での経験から乗数が小数のときにも、2
本の数直線を用いて式を導き出す考え方を押さ
える。後の小数のわり算や単位量あたりの大き
さでも同様に活用できるようにつなげていく。

一・一
分数のわ り算

4・5年 で活用 した2本 の数直線の考え方を分数
にも拡張 し、適用 して い くことを押 さえる。

き⑳ 一鯵}

・Lt _

1000ま で の

かけ算

きな

分数
小数
時刻の表示

のめて数直線 とい う名称 が出て く
る。1・2年 での体験 を もとに数

置線 の定義 を数の大 小 と関連付 け
なが ら押 さえて い く。

か なゆ よロ ズアル きコh;'C'::Q一

小数 のわ り算
およその数

さの 、な表
ノ、 のかけ とわ り

整数の見方
約数 ・倍数

単位 量あた りの大 きさ分数
のた し算

分数のひき算

割合

の の言

分数のかけ算 とわ り算
比 と比の値

資料の調べ 方

一16一



II研 究のね らい

・問題解決的学習の過程を重視 し,図 を活用 した指導の在 り方を明 らかにする。

・図 に表す よさを明 らか に し,問 題解決学習の過程 に位置付け る。

皿 研究の仮説

場面 に応 じた図 に表す活動を重視 し,図 に表現す るよさに気付 く指導 をする ことによ り,

問題解決能力を高め ることがで きる。

・問 題 提 示 の 図 や 絵 ,情 景 図,具 体 物 を表 した 絵

・テ ープ 図 ,線 分 図,数 直線 図,ア レイ図,面 積 図

・表 ,グ ラ フ,樹 形 図

線分図 ア レイ図 面積図

かけ算 く

1

か け算九九 の 導入で使

用 する。縦 と横 の並 び&3QQ{

螺 鐸 呈琴§§§ 難
A貯'P

かけ算 とわ り算

分数
小数のかけ算とわり算

分数

偶 数 ・奇数の しくみ
小数のかけ算 とわ り算

分数の た し算 とひ き算

口

繕躍
ご

も とにな る ものは(1に あ

た るの は)ど の部 分か 、 図

は どれ だ けの 大 きさ を表 し
てい るか考 える。

聖目

盤 土器
1

比 と比の値

分数 ・小数 の計算

比 と比の値

薙 難 羅 謝 部分がどれだけに
1鮒 箒跨 嫡 ◎

.・'囑 鞠 忽 りQ恥 ・

～ ・…i琴 ・`

」

i
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2問 題解決 の過程 と図の よさ ・指導の工夫

、、 、

間 問題解'の ために必要な 値
を見付 け るこ とがで きる

題
☆物事の関係 を整理 する ことが

把 できる

握 どの数とどの数が関係あるのかな

表に出ていない数はないかな?

☆数量の関係 を明 らかにで きる

問 題:一 一 一r

5000円 をA・B2人 で1

分 け るの に 、AはBよ り1

200円 多 く し ま し た 。l

A・Bそ れ ぞ れ 何 円 に な りl

iま す か?

〆B、

の見"を つ け すい

見

公式にあてはめてみよ う通

図 を使 ってみ よう

し ☆解の見 当をつけやすい

図 か ら 見 る と 、 こ れ ぐ ら い

の 答 え が で る か な?

AOO

sppoF3
B/

自
式を き すステ ップ とな る

だい たいこの式に な りそ うだ。力

☆ 自分の考えを検証 することが

解 で きる

図

決 この考え方でいい のかな?

u

式

☆式などに一般化 した もの を図
検 で確 かめるこ とがで きる

討 この式でよいのだろうか?
・ 図に照 らし合わせて確かめよう

ま ☆考えを人に伝えるために視覚
的に表現できる

と

みんなに分かりやすいように図に

表そうめ

☆場面に合 った図 ・新 しい図の
理解 がで きる

(式)

(5000-200)=2

=2400

2400十200=2600

A、2600円

B、2400円

國

200円-

5000円

ノ

OG'工

◎ 多 様 な思 考 が で き る問 題
(ど ん な図が活用で きるか を押 さえ
て問題作成)

◎ 数 量 関係 を 把 握 させ る

◎ 問題 解 決 に 当た り、 もの ご との

関係 を整 理 で き る よ うにす る
・どんな図を選ぶか考えられるように

する
・図の中に数値を記入できるようにす

る ⑨
.. _

?腰 齢 亀墾・P

◎ 既 習 事 項 を想 起 さ せ る

(問 題の系統を押さえ,以 前の学習で活
用 した図を想起できるようにす る)
・児童の実態に応 じた ヒン トカー ドを

与える。

◎ 児 童相 互 の 効 果 的 な情 報 交換
・グループによる話し合い

・友達からの聞き取 り

・前時発表されたものの基本の図など

の提示

◎個人差 に応 じた図の 与え方
(例)線 のみ表示 ・線分図で数値も

◎ 図 を よむ活 動 の 重視
・友達の図か ら友達の考え方をよみ と

る

・自分の描 いた図を友達に説明して問

題点などを指摘できるようにする

謳畿
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V学 習指 導の実際

1単 元名 単位 量あた りの大 きさ(速 さ)(5年)

2本 時の 目標 ・速 さを単位量あた りの考え を用 いて比 べ る方法 を理解す る。

・自分の考えを図 などに表 しなが ら,問 題の解決 を図 る ことがで きる。

3本 時の展開

問

題

把

握

・

見

通

し

自

力

解

決

主 な発問 と学習の流れ

キ リン ・馬 ・ラ イ オ ンの3頭 の 動 物 の 速

さ を比 べ ま す。 何 が 分 か れ ば速 さ を比 べ

られ ま す か 。

C:道 の りや 時 間 が 分 か れ ば よい 。

T:で は,3頭 の 動 物 が 走 った と きの 時 間 と

道 の りを教 え ま し ょ う。

時間(秒) 道の り(m)

キ リ ン 20 250

馬 10 200

ラ イ オ ン 30 300

T:ど ん な ふ うに考 え た らい い で し ょう。

C:道 の り,ま た は時 間 を そ ろえ る。

C:1秒 あ た り何m進 む か を求 め る。

T:で は,自 分 な りの考 え で解 きま し ょ う。

1)単 位量 あ た りの 考 え 方 で解 く。

ア)

)イ

1秒 あ た り に要 す る道 の りを比 べ る。

1258

嚇 鶴飾
キワン

鳥1

ラ材 ン70#・
2軌

lmあ た りに要 す る時 間 を 比 べ る。

2)公 倍 数 の 考 え方 で 解 く。

ア)時 間 を そ ろ え,道 の りを比 べ る。

菊・齢 ・狐 沸 残 紳 岬 最ト公桔靭

粉
馬
沙

!

1
…
,→

240紗=45」

ノ50紗 冒2分3ρ紗

300紗 冒夕分

イ)道 の りを そ ろえ,時 間 を 比 べ る。

3)公 約 数 の 考 え 方 で 解 く。

指導の工夫

問題解決のためにどん な条件が必要な

のかを考え られ るよ うにす る。

多様な考 えがで きる問題を工 夫す る。

・時間 と道の りが そろ っていない こと

によ り,直 感だ けで は判断で きない

よ うにす る。

一 人一人の思考過程を大切にす る。

解決の見通 しの もて ない児童の状況 に

応 じて,数 直線で数値があ るものやな

い ものの ヒン トカー ドを渡す。

図に条件が書 き込 まれているか,条 件

の関係が適切 に表 されてい るか,個 別

に指導す る。

一っの方法で解決 で きた児童 に対 して

は,他 の方法がないか挑戦で きるよう

にす る。

い くっ か の方 法 の うち,自 分 に と っ

てよい方法 はどれかを言え るよ うにす

る。

解決がで きた子や行 き詰 まった子が,

必要 に応 じて互 いに情報交換で きるこ

とを習慣化す る。

発表す るワークシー トには,式 ととも
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比

較

検

討

ア)時 間 を そ ろ えて,道 の りを比 べ る。

イ)道 の りを そ ろ えて,時 間 を比 べ る。

T:ど ん な方 法 で 解 い た か 発 表 しま し ょ う。

T:考 え方 を分 類 ・整 理 して み ま しょ う。

C:時 間で 比 べ て い る もの と,道 の りで 比 べ

て い る もの に分 け られ る。

C:1あ た りで比 べ て い る もの と,そ うで な

い もの に 分 け られ る。

T:そ れ ぞ れ の考 え の よ さ は ど こで し ょ う。

○ 学 習 を振 り返 りま とめ を す る。

に自分の考え方 を表 した図 も入れ るよ

うに指導 す る。

提示装置な どを使 い,発 表内容が伝わ

りやすいよ うにする。

条件をそろえ ると比べ られ ることをお

さえ る。

感想 により,図 のよさに気付 いたかを

評価す る。

VI研 究の成果 と今後の課 題

①多様 な思考がで きる問題を工夫 して解決 した り,図 の よさが感得 で きる問題の解決 を経験 し

た りす る ことによって,図 を使 って問題を解決 しよ うとす るようにな って きた。

② 自分 の考えを検討 した り,説 明 した りす るために図を用 いる ことにより,図 をか く力,図 を

よむ力が身 に付 いて きた。

③図の よ さを感得 し問題解決能力 を高 めて い くため には,低 学年や 中学年の段階で順 次,図 を

活用 す る学習活動 を進 め,図 の活用能力を育ててい くことが大切で ある。

高学年第皿分科会

算 数 が 楽 し く な る 指 導 の 工 夫

1主 題設 定 の理 由

これ か らの 社会 を生 きて い くに は,「 生 きる力 」の 育 成 が 大切 で あ る。 本 分 科 会 で は,「生

き る力 」 を,社 会 の 変 化 に対 応 して,自 ら学 び,考 え,主 体 的 に判 断 し,表 現 す る力 で あ る

と と らえ た 。 そ して,そ の よ うな 力 を育 て て い くた め には,学 習 に楽 しさ を感 じさせ る こ と

が重要であ ると考えた。

っ まり,こ れか らの算

数の学習 は,児 童 にとっ

て よ り楽 しさを感 じられ

るよ うに し,そ こか ら数

学的 な考 え方 を育成 して

い く指導 の工夫が必要で

あ ると考 え主題 を設定 し

た。

研究 を進 め るに当た っ

ては,先 行研究 の成果 な

どを参考 にさせて いただ

「生きる力」の育成

次の課題へ

そのために 主体的に取 り組む
算数科では

1算数に楽しさを感じさせた・i
算数が楽しい

＼

図形領域に絞ろう
算数が楽しくなる

指導の工夫

授業改善が必要だ

＼　 まはザ　　　ホ　
　は

どうするか 数学的な考え方を

明らかにする

1数学的な考え方が育っ1

主体的に取り組む

鷹編四
一灘誹
{図i}
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いた。 そ して児童 に とって概念を と らえやす く,視 覚 的に もと らえやすい図形領域を取 り上

げて進 めて い くことに した。(図1)

II研 究 のね らい

本研究のね らい として,図 形領域 にお ける数学 的な考 え方 を育成 してい くために,算 数の

楽 しさを明 らかに し,そ れ を実現す るための学習の展開 と指導法の追究をす る。(図3)

L.

1瀞 欝 ・一 一 θ コ
② ふ つ う 喋 敬 に 閣 輔 意 甜 査 」I

r塗 きら 」、1==閲 書つる79ン 婿「一 ト

z,習 。進 。 方は ど,.,。 が い、、。 す。 …

① 先 生に 進 めて も らい たい

◎ み ん なで話 し合い 、 よいh法 を見 っけ たい

③ 先 生に 教 えて も ら った り、 みん な で話 しOっ た り した い

1

3、 どん な と き 「楽Lさ 」 を感 じます か(複 数回 答 可)

↑ わか らな いこ とが わ か った と き

②1:夫 して、 自分の 力で問 題 を解 決 した ご き

③ 前 よn少 しで もで きる よ うにな っ た とき

④ 点数 が よか った と き

⑤ 友達r先 生に 認め られ た とき

質問1、2の 関連

人{%}

__並 生」誰 め1.動 甚 ヱ_璽班 二郵 な1.0言 †

膿 号ll:11&:36i179156!131911001141171,27,9[66/42111001

働 亀ム}}129i22;.23口?[801611i132!100…

合 計81【91253129i538162}18721100:・

質 問1、3の 関 連 人{%[

,,② ③ ④ 魯[合 計

① 好 き`2031,4}圏231i211,158118i耳3δ1161}穐71i611863!1001

② ふ。 ゲ2G5i29:2181211:225122・1bOilb:'164112111026i1001

・報 需;灘 　:
、ll麟:1柵l

I

・算数が好きという児童は31%
、嫌いという児童は15%

・相対的には
、教師が介在 しながらみんなで話L合 って学習が進むことを望んでいる。

LかL、 算数が嫌いな児童は、教師に授業を進めてもらいたい割合が多い。

・「好き」な児童は工夫して自力解決するとき
。 「ふっう」の児童はわからないことが

わかったとき。[嫌 い」な児童は認められたときに楽Lさ を感 じる傾向がある。

ノ 意議調査から読み取れること

{カf2乗 検定で有効性有り

を確認}

(図2)

ねらい
図形領域における数学的な考え方を育成するために、算数の楽しさを

明らかにし、それを実現するための学習の展開と指導法の追究をする。

肉 容

算数の楽Lさ

で き る

わ か る 書
獣

概諭

図形領域における楽しさ 数学的な考え方
・概念を深めろ

難 轡 舞 蟻ll轡
:糠 灘,調 。t.'J#b④ 鱗 素と纏 係罐 脳
磁 ・性… 基・… える4⑤ 蹄 あ考客方騰 目・・考・方
・試行鐙誤する ⑥図形4>意味や姓質に基づく論理

・論理的に考察する 的々考え方

・失敗克服体験する

指 導 切'

工 夫

・課 題 の 工 叢

・多様 な考 え方 と時 間の 確 保

・個 を 生か す指 導 形 態 の 工 夫(T・T}

・桐 互 啓発 を う な が し、 主 体的 に 取 り組 む 学習 形 態 の 工 夫{小 集 随 活動

(図3)
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皿1研 究の内容

具体的な内容 としては,算 数の楽 しさと数学 的な考え方の関連 を考察 し,学 習の展開 と指

導 の工夫を図 って きた。

まず,児 童が どの ような ときに算数の学 習 に対 して楽 しさを感 じるのかを調査 した。 そ し

て次の よ うな結果を得た。(図2)

・算数が好 きという児童 は自分 な りに問題がで きた ときに楽 しさを感 じてい る。

・ふっ うとい う児童 は,分 か らなか った ことが分か った ときに楽 しさを感 じている。

・嫌 い とい う児童 は,認 め られ た りした ときに楽 しさを感 じて いる。

そ こで算数の楽 しさを,「 で きる楽 しさ」 「わか る楽 しさ」 「認め られ る楽 しさ」 とい う

3つ に大別 した。次 に図形領域で期待で きる楽 しさと数学 的な考え方を考察 し,そ れ らを関

連 させなが ら授業 を設計 して い くことが大切で あると考えた。算数の楽 しさと数学的な考え

方 は密接 に関連 して いるが,そ の中か ら主 に関連す るものを明 らかに しなが ら学習を展開 し

てい くための指導 の工夫 を行 った。(図3)

IV指 導の工夫

研究の内容を受けて,指 導 の工夫を次のよ うに考え た。

1で きる喜びか ら

「で きた」 とい う満足感を一人一人が得 られ るよ うに,自 力解決す ることが重要 であると

考え た。 そこで十分 な自力解決の時間を確保す るとともに,個 に応 じた指導を十分 に して い

く。→TT,時 間の確保

2わ か る喜 びか ら

「わか る」たあには 「わ かろ うとす る」意欲が大切であ る。課題 を工夫 し,関 心 ・意欲を

喚起 で きるよ うにす る。→課題 の工夫,多 様 な考え方の尊重

3認 め られ る喜 びか ら

認め られ る喜びは

友達 とのかかわ り合

いの 中や発表の段階

等 に多 くある。 その

ための相互啓発の場

を設定す る。

→小集 団活動(図3)

V研 究仮説

図形領域 において

楽 しさを感得 させ る

ような学習の展開 と

指導の工夫を してい

くことは,数 学的な

考え方を育成す るこ

とにっ なが る。(図4)

数学齢
考え方

「楽しさ」

「わかっ価 ・課題 の工夫

・解決 時間 の確保

・多様 な考 え方の尊 重

・個 に応 じた指導

(T・T)
・相互啓発 をうながす

指導(小 集 団活動)

幽

(図4)
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VI授 業の流れ

以上の ことが らを基 に して,主 題 に迫 るための授業 の改善 の工夫の視点 を明 らか に して き

た。 そ して,次 の ように学習を設計 してい くことに した。(図5)

馨
一

1● に 応L'Y一 指 導1

　　
な
L
与

T

か
ほ
を
導

つが
助
指

が
ト
撮
別

手
ン
て
個

T

隆 互 啓 苑 を ・ な が す指 導1

1憶 見交換の胱 一 する1

小 集 団A小 集 団B

拠根
るセめ

さ
認
に

を
か

え
ら

導
脅
明

指
の
を

別

ど々

個
禦

・友 連 と の 蹟 し 合 い を 充 突

T1す る
・共 同 作 業 も 認 め る

1学 習 形 態1

歯
　or時 間 の 確 保

午・・宝難 脇 轡 鐡 麓 駕 雛 秦ち騎
冶一.、[教 卓]

羅 ・芸諺 義 一一 一 声.。:磐 窒驚 製 鷲 欝 児童机
るり よ カぼ　　た 　 ロ ぽ す と よ しへT1点

を 明 ら か に さ せ る

T2T2・ 展 開 を う な が † 発 君 を す 小 集 団 の 鳩

(図5)

Vd指 導 事 例 く単 元 名 〉 「図 形 の 合 同 と角 」(3/12)

(1)本 時 の 目標

・自分 な りに 問題 意 識 を もち ,自 分 と友達 の考 え を 比 べ た り して,主 体 的 に問 題 解 決 し

よ う とす る。

・合 同 な 三 角形 の か き方 を 自分 な りに考 え る と と もに ,3っ のか き方 を知 る。

(2)展 開

問

題

の

設

定

・

把

握

・

解

決

の

計

画

主な発問 ・学習活動

T1.こ の 三 角 形 と同 じ大 きさ のパ ズル の1枚 が

な くな って しまい ま した。 ど う した らよ いで し

よ う か 。
A

C.新 しい もの を 買 い ます 。BC

C.自 分 で っ く ります 。

T1.そ うで す か 。 で も,ど うや って っ く ります

か。

C.ぴ った り した紙 で っ く ります 。

C.合 同 な三 角形 を か いて つ く ります 。

T1.合 同 な三 角 形 で す か。 それ で は,紙 を配 り

ます か らみ ん な1枚 ず っ っ く って み ま しょ う。

C.ち ょ っ と待 って くだ さ い。 で き ませ ん。

C.写 しにい って もい いで す か 。

T1.写 して もい い で す。 い ろ い ろ な方 法 で つ く

って 見 ま しょ う。

C.そ れ な ら,辺 の 長 さを教 えて くだ さ い。

留意点 ・手立て

・解決意欲が もて るような問題 を提

示す る。

小集団査

小 集 団 の 場

(小 集 団B)

[]

 

囲
∩

児童 机

机 の 配 置

T1.全 体指 導 T2.全 体 指 導
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解

決

の

実

行

発

表

・

ま

と

め

C.角 の 大 き さを 教 え て くだ さ い。

T1.そ れ で は,黒 板 の パ ズル と合 同 な三 角形 が

か いて あ る プ リ ン トを 配 ります 。 自分 で 必 要 な

と ころを 調 べ て 解 決 しま し ょ う。

で きる だ け簡 単 に,パ ズ ル に 当て は ま る三

角形 を っ く りま しょ う。

Tl.解 決 で きた人 か ら集 ま って話 し合 い ま し ょ

う(小 集 団A)。 ど う して い い か わ か らな い人

は前 に集 ま って くだ さい(小 集 団B)。

C.辺ABと 辺ACの 長 さ を測 って コ ンパ ス を使

って つ くる。

C.辺ABと 角Bを 測 って 分 度 器 と定 規 を 使 って

つ くる。

C.角Bと 角Cを 測 って分 度器 で つ くる。

C.三 角 形 を 写 し取 って つ くる。

C.全 部 の 辺 と角 度 を 測 って つ くる。

C.小 集 団 の 中 で 話 し合 い,出 て きた考 え を板 書

す る。

Tl.黒 板 の考 え の 中で,わ か らな い もの や 質 問

した い もの は あ りま す か。

Tl.合 同 な三 角 形 を か くに は,ど うす れ ば よ い

で し ょうか 。

C.3っ の 辺 の 長 さを 測 ります 。

C.2っ の 辺 の 長 さ とその 間 の 角 を 測 りま す。

C.1っ の辺 の 長 さ とその 両 端 の 角 を 測 りま す。

C.3か 所 測 れ ば い いで す 。

T.今 日は い ろ い ろ な や り方 が 出 て きま した 。 次

は 合 同 な三 角形 の か き方 に つ い て,も っ と詳 し

く考 え て い きま し ょう。

Tl.全 体 指 導 T2.全 体 指 導

・取 り組 む 課 題 を は っ き り と確 認 さ

ぜ る。

・パ ソ コ ンで ヒ ン トとな る フ レー ム

を エ ン ドレスで 流 して お く。

T1.

小集 団Aの 指 導

T2.

小 集 団Bの 指 導

小集団Bの 児童

の 自力解決の様子

を把握 し,適 切な

支援 をす る。

Tl.全 体 指 導 T2.検 討 に加 わ

る。

・す べ て の辺 の長 さや角 の 大 き さを

調 べ な くて もよ い こ とに次 第 に着

目 させ る。

・感 想 を書 くこ とで 自己評 価 を させ

る。

V｢[研 究の成果 と今後の課題

①TTに よる個 に応 じた指導及び小集団活動 での相互啓発を行 うと,児 童 は学習に対 し

て主体 的に取 り組む よ うになる。

② 課題 を工夫 した り,多 様 な解決方法を認めてい くことは,数 学的な考え方の育成 に効

果 的であ る。

③3っ の喜びを味わ う活 動を通 して,算 数の学習を楽 しい という児童が増えて きて いる。

④ 図形領域だけではな く,他 の領域 にっ いて も育てたい数学的 な考え方を明 らかにす る

とともに,算 数の楽 しさとの相関 関係 をっかみ,児 童の実 態に即 した指導の工夫を して

いきたい。
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